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【概要】

山口大学大学院創成科学研究科小金井真教授ら教職員で作るチームが
空気中の二酸化炭素濃度を調べ、室内の換気状態が一目で分かる装置を
開発した。実用新案登録（第3232288号）を行い、意匠は出願中である。

山口大学では対面授業に合わせ、教室や会議室などに約150台を設置した。
また、山口大学と包括連携先である山口銀行では県内の主要支店に設置
予定である。

【特徴】

➢ 室内の換気状態が適切かどうか３６０度どこからでも見えるモニタリング
装置である。

➢ 建物の環境衛生管理基準では、室内のＣＯ２濃度は1000ppm以下が推
奨されている。基準値1000ppmを超えると、モニターのＬＥＤランプが緑
色から黄色に変わり、1500ppm以上になると赤色に変わり、窓を開ける
などの換気を促す表示で警告する。

➢ 高さ約7センチ、直径約7センチの円柱型で重量は約250ｇとコンパクト

➢ 室内での最適な換気を実現しコロナウイルス感染防止と省エネを両立。
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